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る章が設けられている（例えば、佐藤編 2012、藤田 2006a；2006b）。 
  ノートテイキングには、情報の記録と振り返りの補助という2つの役割がある（Boch and Piolat 
2005）。つまり、ノートテイキングとは、ノートをとることだけでなく、ノートを見直して活
用することも含む概念である。 































す」（Bransford et al eds 2000=2002: 195）という学習科学の知見をふまえ、すべての教師が利用
できたり、あるいはすべての学生に合致したりする教授・学習法は存在しないとの認識がその
根底にある。 


















































































































































                                                        
2 引用される会話文において、◇は学生の発話を、■は調査者の発話をそれぞれ示す。また、括弧で記すもの
は著者が補った部分である。（略）は、前後に省略した会話があったことを示す。以下の引用も同じ。 


































































































































































































3.3. Cさん（学部：外国語 学年：3 GPA：2.41） 
 Cさんは、大学での学びを日常生活につなげて理解しようとする。高校までは、テストの点


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3.16. Pさん（学部：商 学年：4 GPA：3.32） 
 Pさんは、自分の好きな専門分野の知識を養うことができる点に大学教育の意義を感じ、ノ
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意な差はなかった3。 
































                                                        
3 ただし、この応用テストの結果は、授業において応用の重要性が強調されたり、学生がそのこと認識したり
することによって、改善する可能性がある。 
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5.5.授業改善への示唆 
  また、本研究が授業改善に示唆することは下記の通りである。 







授業内容を記憶する量を増やすことができる（Aiken et al 1975）。 














































































奴隷 どれい 95.5  批准 ひじゅん 57.3 
勧告 かんこく 91.0  履行 りこう 55.1 
措置 そち 88.8  四肢 しし 52.8 
拘束力 こうそくりょく 84.3  相互依存性 そうごいぞんせい 44.9 
遮断 しゃだん 83.1  姦通罪 かんつうざい 44.9 
拷問 ごうもん 78.7  殴打 おうだ 44.9 
疲弊 ひへい 76.4  庇護 ひご 40.4 
顕在化 けんざいか 75.3  是正 ぜせい 32.6 
婚外子 こんがいし 62.9  搾取 さくしゅ 31.5 
管轄下 かんかつか 59.6  漸進 ぜんしん 22.5 
滞留 たいりゅう 59.6     
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